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大型プロジェクトマネジメントの代表例

研究受託機関A
（代表研究機関）

研究受託機関B

研究受託機関N

運営委員会（個人）

評価委員（個人）

研究プロジェクトの「取りまとめ」組織であり、自ら
研究受託者。他研究機関に対するプロジェクト統
括権限は存在しないため発言力・制御力は弱い。
研究機関間での契約は守秘契約レベル。

研究プロジェクトの研究受託者。あくまでも機関
組織の利益代表であり、プロジェクト方針よりも
機関個別の方針が優先される。予算配分も内容
に関係なく公平均等（課題数に応じて）志向。

研究プロジェクト運用に関する指南的存在。
委員は受託者が決定、契約する。責任も不在。
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第三者として政府から委託されるが、プロジェクト
推進・運営に関する責任は無い。

研究当事者が研究プロジェクト推進
に関する全責任と全権利を有する

基本計画並びに投資責任を有するがプロジェクト
運営に関するプロフェッショナルは不在。
基本は代表研究機関に対する叱咤激励。

政府

基本計画には従うもののテーマは各機関の持ち寄り



米国プロジェクトの事例（NSF/DARPA）
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マネジメントオフィス

プロジェクトデザイン
チーム（指名制）

公募により採択された機関が担う。マネジメント
方法、体制について評価されると同時にプロ
ジェクト推進の全権利、責任を有するが研究に
は参画できない
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コンペティティブなプロジェクトを含め、テーマ、推進方法、推進状
況についてオープンな議論が行われる。評価は公開される。テー
マはこのチームが策定するが研究には直接参画できない。

研究当事者は全体の研究プロジェクト
マネジメント関する権限は持たない。
あくまでも採択された技術に対する
技術成果責任のみ。

基本計画並びに投資責任を有すると同時に各領域、
プロジェクト単位でProgram Directorを設置し、全米
有識者からプロジェクト運営経験者をアサイン。

政府

プロジェクトデザインチームにより確定されたテーマ、
期待するアウトプットについての提案を行い、採択さ
れたチームが受託する。目的は明確。

ステージゲート制。毎年ステージゲートがあり、

DARPAはDARPA内
で本機能（組織）
を有し、PJ目的、
成果目標が明確化

例：GENI 応募２００件⇒採択７２件⇒最終３件
USIgnite 応募６００件⇒トーナメント方式⇒最終２７件


